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ている人達にとって至言と言えようか?そ の一方では 「低温は死の世界である」と断言 して揮らない
人もいるようである。熱力学第三法則が本当に正しいとすれば、超低温の世界では、ありと全ゆるもの
が、おしなべて深い奈落の底に沈むことになる。空虚な暗黒だけが残されるとしたら、それは何と淋し
い世界ではないか?今 、私見を求め られたとすれば、どちらとも言い難い。私なら 「低温とは、どん













*)一 説によれば 「生 きている」とは 「臨界点直上にいる」ことだそ うである。
**)低温 セ ンターだより10巻2頁、25巻7頁、39巻10頁をお読み戴ければ幸 いである。
これか らの低温 物理 に求 め ること
産業科学研究所 宮 里 達 郎
研究者が低温を求める理由はいくつかあろうが、ヘ リヴムの液化の成功に続いて発見された超伝導や
超流動の現象即ち低温による量子現象そのものは非常に魅惑的で研究者の心をとらえて放さない事が第
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